
 

（部内資料） 

 

 

 

 

 

連絡先  大阪教職員組合（ＴＥＬ ０６－６７６８－２３３０） 

２条例反対 

大阪連絡会 

ニュース 

 
No.1 

２０１２．１．２７ 

子どもと府民を犠牲にする 

教育・職員基本条例制定は許さない 
 

結成すすむ「地域連絡会」 
 橋下支持の人も二条例の内容を 

知れば「これはひどい」と署名 
 

 府下各市や、大阪市内の各区で「二条例の制定

を許さない地域連絡会」が続々と結成され、条例

の内容を学習するとともに、街頭での署名、地域

ローラー作戦が取り組まれています。 

 大阪連絡会は、団体・地域ですすめられている

運動や、教訓を交流するため、ニュースを発行し

ていきます。団体・地域での取り組みをお知らせ

ください。 

  

 

 

 枚方支部は、13 日、10 人が参加して、駅前

で署名行動。45分間で 42筆の署名が集まりま

した。「中身を知らない」という人がほとんどで、

説明すると署名してくれます。 

 住吉支部は、阪大の小野田正利さんを迎えて

21日に学習会。各PTAにも案内し、当日はPTA

会長も含め 44 人が参加しました。二条例案は、

アメリカやイギリスで既に失敗した内容であり、

部活動への保護者の協力義務など、親同士の対立

を生む危険性があることなどを学びました。学習

後4人で署名行動。30分で18筆集まりました。 

 大正支部は 24日、10人で署名行動。学校現

場のリアルな現状も伝えながら署名を訴え 29

筆。 

 豊中支部は 24 日、9 人でコープ前宣伝。35

筆。集まりました。「わからない」と言う人にも

丁寧に説明すると署名してくれます。 

 

 

 

  21 日、春宮住宅で署名ローラー作戦をおこ

ない、7団体・地域から17 名が参加しました。

事前に、地域の方の協力で21 日うかがうこ

とを明記した署名用紙宣伝ビラを配布し、当

日は対話例も準備し、地域の方の案内で7 組

にわかれて午前中約1 時間の対話活動をす

すめました。 

 参加者からは・・・ 

※ほとんどの人は条例の中身を知らない。 

※「条例に賛成です」「橋下さんを支持して

います」という人も数人いた。 

※教育のことは関係ないと言う人もいたが、

「エリートだけを育てる教育はおかしいの

では？」と対話すると署名してくれた。 

※中3 と高１の子どもをもつ若いお母さん

が、「学校間で競争させて、3年続けて定員

割れの高校は無くなります。近くのF高校や

K高校もなくなります」と対話すると、「こ

の条例はおかしい、職場でも集めます。」と

署名を数枚受け取ってくれた。 

※共同センターで議論した時は、「無差別訪問な

んてやっても、けんもほろろで消耗するだけちゃ

うか」など消極的意見もあったけど、地域と共同

して草の根で対話していけば、この条例の危険性

は理解してもらえるし、推進勢力を包囲できると

思った。 

などの意見が寄せられました。 

 

  

 連絡会を結成し、毎週１回駅頭宣伝、毎月１回

のスーパー前宣伝を計画しています。 

 ２３日の御幣島駅前宣伝では、「母が養護学校

で教員をしている」女性や、区役所の職員が「署

名します」と駆け寄るなど、内容を知っている人

は快く署名してくれました。内容をどれだけ広く

知ってもらうかが大切です。 

 

 

 河南地区の女性部２４日、藤井寺駅で２回目の

宣伝・署名行動に。１８人が参加し、４５分で５

１筆の署名が集まりました。 

 「橋下に腹が立つ」という男性や、赤ちゃん連

れの若い女性、熱心に話を聞いてくれた女子学生

などが署名してくれました。でも、まだまだ内容

が知られていないことを実感し、運動を広げるこ

とを確認しあいました。 

 

 

 

新婦人 

 

 

 

東大阪 

２月２２日の中之島集会には、目標

の半数の署名を持ち寄りましょう。 

西淀川 

共産党 


